
本
書
は
イ
ン
ド
の
叙
事
詩
『
マ
ハ
ー
・
バ
ー
ラ
タ
」
（
こ
§
恩
笥
昌
冒
）

の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
か
ら
の
初
め
て
の
日
本
語
で
の
全
訳
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。

訳
者
は
二
○
○
三
年
一
月
二
四
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
上
村
勝
彦
氏
で
あ

る
。
上
村
氏
は
本
書
第
一
巻
の
「
は
し
が
き
」
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
お

ら
れ
る
。「

コ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
の
英
訳
者
（
ぐ
目
、
巳
扁
ロ
の
ロ
）
は
、
三
冊

目
の
訳
書
を
出
版
し
た
と
こ
ろ
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
「
マ
ハ
ー

バ
ー
ラ
タ
』
と
並
ぶ
叙
事
詩
「
ラ
ー
マ
ー
ャ
ナ
』
を
翻
訳
さ
れ
て
い

た
岩
本
裕
先
生
は
、
二
冊
を
出
版
さ
れ
た
だ
け
で
こ
の
世
を
去
ら
れ

た
。
こ
の
種
の
仕
事
は
寿
命
を
ち
ぢ
め
る
も
の
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
に
こ
の
仕
事
に
か
か
り
き
り
に
な
っ
た
ら
、
他
の
研
究
活
動
は

ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
こ
の
翻
訳
と
心
中
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
」
（
本
書
第
一
巻
十
頁
）

上
村
氏
が
始
め
た
翻
訳
作
業
も
未
完
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
本
翻
訳
は
全
十
一
巻
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
第
六
巻
が
出

上
村
勝
彦
著

『
原
典
訳
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
」
宇
司
（
全
十
一
巻
）

山

本
和
彦

版
さ
れ
た
後
に
上
村
氏
は
亡
く
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
（
二
○
○
三
年

三
月
）
第
七
巻
も
出
版
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
第
七
巻
の
ブ
ヅ
ク
・
カ

バ
ー
に
は
「
（
以
下
随
時
刊
行
）
」
と
予
告
さ
れ
て
い
る
。
最
終
巻
ま
で
出

版
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
で
き
る
限
り
多
く
の
巻
の
出

版
が
大
い
に
望
ま
れ
る
。
本
書
の
第
六
巻
の
な
か
に
「
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・

キ
ー
タ
ー
」
（
画
首
唱
§
舟
笥
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
九
二

年
に
岩
波
文
庫
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
の
再
録
で
あ
る
が
、
体
裁
は
本
書

と
統
一
さ
れ
て
い
る
。

軍
ハ
ー
・
バ
ー
ラ
タ
』
（
偉
大
な
バ
ラ
タ
族
）
は
、
一
詩
節

（
賜
昏
巴
が
八
音
節
四
行
か
ら
成
る
シ
ュ
ロ
ー
ヵ
（
些
○
雷
）
と
呼
ば
れ

る
韻
律
の
詩
節
が
約
七
万
五
千
、
さ
ら
に
「
ハ
リ
ヴ
ァ
ン
シ
ャ
』

（
輯
ミ
ざ
園
言
３
）
と
い
う
補
遺
（
与
旨
）
の
詩
節
が
約
一
万
六
千
、
合
計

約
九
万
も
の
詩
節
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
作
者
は
ヴ
ィ
ャ
ー
サ

（
ぐ
剴
切
四
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
紀
元
前
四
世
紀
頃
か
ら

紀
元
後
四
世
紀
頃
に
か
け
て
複
数
の
人
の
手
に
よ
っ
て
編
纂
・
歪
曲
・
添

加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
メ
イ
ン
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
パ
ー
ン
ド
ゥ

（
も
習
目
）
の
五
王
子
（
パ
ー
ン
ダ
ヴ
ァ
も
習
烏
く
い
）
と
ク
ル
（
尻
目
ロ
）

の
百
王
子
（
カ
ウ
ラ
ヴ
ァ
【
９
国
ぐ
回
）
と
の
王
位
継
承
を
め
ぐ
る
同
族

間
の
戦
争
で
あ
る
が
、
蛇
供
伝
説
、
ア
グ
ニ
伝
説
、
洪
水
伝
説
な
ど
の
神

話
や
『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
」
、
「
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
ー
』
、
「
ナ
ラ
王

物
語
」
、
『
ラ
ー
マ
ー
ャ
ナ
』
、
『
サ
ー
ヴ
ィ
ト
リ
ー
物
語
』
な
ど
の
物
語
の

挿
入
が
あ
り
、
そ
れ
ら
諸
々
の
作
品
が
大
き
な
ひ
と
か
た
ま
り
の
集
合
体

と
化
し
た
も
の
が
「
マ
ハ
ー
・
バ
ー
ラ
タ
」
で
あ
る
。
そ
の
混
沌
と
し
た

雑
多
性
は
ま
さ
に
イ
ン
ド
的
で
あ
る
。
物
語
中
の
パ
ー
ン
ダ
ヴ
ァ
の
都
イ
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ン
ド
ラ
プ
ラ
ス
タ
（
冒
島
四
宮
開
号
画
イ
ン
ド
ラ
の
場
所
）
は
、
現
在
の
デ

リ
ー
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
神
話
的
要
素
も
多
く
あ
り
、

宇
宙
の
始
ま
り
（
本
書
第
一
巻
四
九
頁
）
、
ヴ
ァ
ド
ゥ
ー
サ
ラ
ー
川
の
名

前
の
由
来
（
本
書
第
一
巻
一
二
○
頁
）
、
暁
の
由
来
（
本
書
第
一
巻
一
四

三
頁
）
、
な
ぜ
蛇
の
舌
は
二
枚
あ
る
の
か
（
本
書
第
一
巻
一
七
八
頁
）
、

「
妻
」
（
司
乱
ジ
ャ
ー
ャ
ー
）
と
い
う
こ
と
ば
や
「
息
子
」
（
冒
園
フ
ト

ラ
）
と
い
う
こ
と
ば
の
由
来
（
本
書
第
一
巻
二
八
一
頁
、
お
よ
び
第
二
巻

二
一
二
頁
）
、
な
ぜ
シ
ヴ
ァ
が
四
つ
の
顔
を
持
ち
、
イ
ン
ド
ラ
が
千
の
眼

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
か
（
本
書
第
二
巻
一
六
七
頁
）
な
ど
名
前
や
物

事
の
由
来
を
教
え
て
く
れ
る
。

コ
ハ
ー
・
バ
ー
ラ
タ
』
を
ど
う
読
む
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
が
あ
る
。
対
極
的
な
二
種
類
の
方
法
を
挙
げ
れ
ば
、
ひ
と
つ
め
は
後

世
に
付
加
・
歪
Ｉ
さ
れ
た
も
の
を
除
去
・
修
正
し
、
マ
ハ
ー
・
バ
ー
ラ

タ
』
の
原
型
を
抽
出
す
る
と
い
う
文
献
学
的
な
読
み
方
と
、
ふ
た
つ
め
は

「
マ
ハ
ー
・
バ
ー
ラ
タ
」
の
な
か
に
現
れ
る
象
徴
性
を
読
み
解
く
と
い
う

神
話
研
究
で
用
い
ら
れ
る
方
法
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
と
同
時
に
、

コ
ハ
ー
・
バ
ー
ラ
タ
』
の
な
か
で
の
史
実
と
架
空
の
部
分
と
の
区
別
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
・
内
容
の
時
代
性
の
決
定
を
行
う
こ
と
な
ど
も
必
要
な

作
業
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
ヴ
ェ
ー
ダ
（
ぐ
①
烏
宗
教
的
知
識
）
か
ら

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
（
匡
冒
鳥
且
奥
義
書
）
、
そ
し
て
「
マ
ハ
ー
・
バ
ー
ラ

タ
』
、
さ
ら
に
プ
ラ
ー
ナ
（
冒
勧
ｇ
古
い
物
語
）
へ
と
い
う
時
間
的
な
流

れ
か
ら
「
マ
ハ
ー
・
バ
ー
ラ
タ
』
を
読
む
方
法
と
、
「
マ
ハ
ー
・
バ
ー
ラ

タ
』
と
同
時
代
の
仏
教
、
ジ
ャ
ィ
ナ
教
の
原
始
教
典
の
な
か
か
ら
パ
ラ
レ

ル
な
文
章
を
見
つ
け
出
し
、
そ
こ
か
ら
「
マ
ハ
ー
・
バ
ー
ラ
タ
』
の
な
か

で
の
意
味
を
決
定
す
る
と
い
う
方
法
と
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

前
者
の
方
法
論
は
古
く
か
ら
欧
州
で
行
わ
れ
て
お
り
、
い
ま
で
も
盛
ん
で

あ
る
が
、
後
者
の
方
法
論
は
過
去
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
。

本
書
の
底
本
と
し
て
は
、
プ
ー
ナ
批
判
版
（
望
、
二
昏
笥
寒
司
亀
愚
．
届

く
○
房
．
》
。
Ｈ
岸
旨
巴
与
国
呂
扇
』
す
望
言
い
い
ロ
陣
四
口
丙
胄
．
曾
巴
》
勺
○
○
口
四
》

忌
路
‐
ら
急
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ニ
ー
ラ
カ
ン
タ

（
ご
型
四
百
昌
冨
）
の
注
釈
の
付
い
た
ボ
ン
ベ
イ
版
系
統
の
出
版
本
（
両
目

ご
罰
園
口
舌
弓
且
の
百
局
あ
く
○
豚
勺
○
○
旨
騨
．
己
思
‐
ら
路
）
が
参
照
さ
れ

て
お
り
、
こ
ち
ら
の
読
み
か
、
プ
ー
ナ
版
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
（
異
読
）
が

採
用
さ
れ
た
場
合
に
は
本
書
内
で
は
「
異
本
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
『
マ

ハ
ー
・
バ
ー
ラ
タ
』
の
研
究
書
や
部
分
訳
は
非
常
に
多
い
が
、
全
訳
は

尻
旨
の
、
侭
匡
戸
罰
、
』
昏
訂
罫
ミ
ミ
ロ
．
局
ぐ
○
房
合
巴
呂
冒
．
昂
霞
‐

勗
麗
）
と
巨
Ｚ
．
ｐ
巨
寓
阜
恥
』
昏
訂
寒
劃
‐
ミ
ｓ
〕
割
く
○
房
合
巴
ｏ
貝
国
》

勗
囲
‐
ら
８
）
と
の
二
種
類
の
英
訳
し
か
出
版
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
二

種
類
の
英
訳
と
既
述
し
た
く
９
ｍ
目
①
胃
の
ロ
の
英
訳
（
原
典
の
第
五
巻
ま

で
）
が
本
翻
訳
で
は
参
照
さ
れ
て
い
る
。
本
書
第
一
巻
か
ら
第
六
巻
（
原

典
も
同
じ
く
第
一
巻
か
ら
第
六
巻
）
ま
で
は
二
○
○
二
年
一
月
か
ら
十
一

月
ま
で
規
則
正
し
く
隔
凡
で
出
版
さ
れ
て
お
り
、
第
七
巻
は
二
○
○
三
年

三
月
に
出
版
さ
れ
た
の
だ
が
、
フ
ハ
ー
・
バ
ー
ラ
タ
』
一
巻
づ
つ
を
二

ヶ
月
と
い
う
短
い
ぺ
ｌ
ス
で
翻
訳
し
続
け
る
に
は
大
変
な
労
力
が
費
や
さ

れ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
時
間
的
な
制
約
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
参
照
さ
れ
た
文
献
の
数
量
も
制
約
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
本
書
の
「
は
し
が
き
」
に
も
参
照
さ
れ
た
文
献
の
情
報
が
な
い
の
で

確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
最
も
代
表
的
な
ニ
ー
ラ
カ
ン
タ
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（
弓
旨
窓
昌
冨
）
の
注
釈
は
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

本
書
は
初
め
て
日
本
語
で
の
全
訳
を
目
指
す
と
い
う
意
味
で
大
変
期
待

さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
簡
略
化
・
省
略
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
残
念
な
点

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
言
ハ
ー
・
バ
ー
ラ
タ
』
第
一
巻
第
八
五
章
か
ら

第
九
十
章
（
本
書
第
一
巻
三
三
九
頁
）
ま
で
、
第
一
巻
第
一
○
八
章
（
本

書
第
一
巻
四
一
二
頁
）
、
第
一
巻
第
一
四
四
章
（
本
書
第
二
巻
三
○
頁
）
、

第
一
巻
第
一
五
○
章
（
本
書
第
二
巻
四
○
頁
）
、
第
一
巻
第
一
五
九
章

（
本
書
第
二
巻
六
三
頁
）
、
第
一
巻
第
一
六
四
章
（
本
書
第
二
巻
七
二
頁
）
、

第
一
巻
第
一
七
五
章
（
本
書
第
二
巻
九
九
頁
）
、
第
一
巻
第
一
八
四
章
か

ら
第
一
八
五
章
（
本
書
第
二
巻
二
三
頁
）
ま
で
、
第
一
巻
第
一
九
一
章

（
本
書
第
二
巻
二
一
二
頁
）
、
第
一
巻
第
二
二
三
章
（
本
書
第
二
巻
二
二

六
頁
）
、
第
二
巻
第
二
三
章
途
中
か
ら
第
二
九
章
（
本
書
第
二
巻
三
○
七

頁
）
ま
で
、
第
二
巻
第
四
七
章
か
ら
第
四
八
章
（
本
書
第
二
巻
三
六
六

頁
）
ま
で
な
ど
を
飴
め
と
す
る
和
訳
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
簡
略
・
省
略

に
関
し
て
上
村
氏
自
身
が
「
は
し
が
き
」
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て

お
ら
れ
る
。

「
原
文
で
は
、
し
ば
し
ば
同
一
人
物
が
種
々
の
異
名
で
呼
ば
れ
た
り
、

物
語
の
聞
き
手
に
対
す
る
呼
び
か
け
が
頻
出
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、

訳
文
に
お
い
て
は
、
読
者
が
迷
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
簡
略
化
し
た
。

…
…
（
中
略
）
…
：
．
。
本
訳
に
お
い
て
は
、
大
多
数
の
読
者
に
と
っ

て
不
必
要
と
思
わ
れ
る
個
所
は
、
省
略
し
た
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば

蛇
の
名
前
の
列
挙
や
聖
地
の
名
前
の
列
挙
な
ど
は
、
特
殊
な
研
究
者

に
は
意
味
が
あ
っ
て
も
、
一
般
の
読
者
に
と
っ
て
は
単
な
る
片
仮
名

の
長
い
羅
列
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
省
略
し
た
。
」
（
本
書
第
一
巻
、
三

三
頁
）

專
門
の
研
究
者
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
を
参
照
で
き
る
の
で
、
簡

略
・
省
略
さ
れ
た
部
分
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
般
の
読
者
や
専
門

外
の
研
究
者
は
何
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
一
例
を
挙
げ

て
お
こ
う
。
本
書
第
六
巻
一
四
○
頁
九
行
目
（
冒
国
ゴ
ョ
圏
閉
）
で

「
ア
ル
ジ
ュ
ナ
」
と
い
う
訳
語
に
な
っ
て
い
る
個
所
が
あ
る
。
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
原
典
は
め
四
ぐ
胃
出
０
首
（
サ
ヴ
ヤ
サ
ー
チ
ン
）
で
あ
り
、
ア
ル
ジ

ュ
ナ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
だ
が
、
「
左
利
き
の
者
よ
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
ア
ル
ジ
ュ
ナ
が
左
利
き
で
あ
る
と
い
う
貴
重
な
情
報
を
こ
こ
で

作
者
は
読
者
に
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
情
報
は
一
般
読
者
に

も
伝
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

同
一
人
物
に
別
名
が
多
い
こ
と
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
が
あ
る
こ
と
は

イ
ン
ド
文
学
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
般
の
読
者
で
あ
っ
て
も
知

っ
て
お
く
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
頻
繁
に
同
じ
呼
び
か
け
が
出
て
く
る
こ

と
で
、
読
者
の
記
憶
に
残
る
と
い
う
効
果
も
あ
る
。
呼
び
か
け
は
、
登
場

人
物
の
外
観
や
特
徴
を
知
る
う
え
で
非
常
に
貴
重
で
あ
る
。
呼
び
か
け
だ

け
で
、
そ
の
人
物
が
武
術
に
優
れ
て
い
る
点
や
髪
の
毛
が
ど
う
で
あ
っ
た

と
か
、
ど
う
い
う
家
系
な
の
か
、
誰
と
親
族
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ

と
が
非
常
に
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
名
前
は
何
ら
か
の
象
徴
性
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
象
徴
性
を

解
き
明
か
す
こ
と
が
神
話
研
究
の
方
法
論
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
の
で
、
簡

略
・
省
略
が
あ
る
と
原
典
を
参
照
し
え
な
い
他
の
専
門
の
研
究
者
に
と
っ

て
は
せ
っ
か
く
の
現
代
語
訳
を
十
分
に
活
用
し
き
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
。
一
見
無
駄
に
見
え
る
記
述
で
あ
っ
て
も
そ
れ
は
物
語
の
な
か
で
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性
が
表
れ
て
く
る

何
ら
か
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
原
作
者
の
個

本
書
に
注
記
も
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
も
な
い
こ
と
は
紙
面
の
制
約
も
あ
り
、

一
般
読
者
を
対
象
と
す
る
文
庫
本
で
あ
る
点
か
ら
す
れ
ば
仕
方
の
な
い
こ

と
で
あ
る
。
本
書
の
目
指
す
も
の
が
原
文
に
忠
実
な
直
訳
で
は
な
く
、
平

易
な
意
訳
で
あ
る
点
を
考
え
れ
ば
批
判
さ
れ
る
べ
き
点
は
少
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。
本
書
に
は
各
巻
の
冒
頭
部
分
に
「
家
系
図
」
、
「
主
要
登
場
人

物
」
、
「
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
関
連
地
図
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
非
常
に
便
利

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
写
ハ
ー
・
バ
ー
ラ
タ
』
の
全
訳
と
な
れ
ば
、
こ
れ

に
よ
っ
て
古
代
イ
ン
ド
人
の
精
神
世
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
大

き
な
価
値
が
あ
る
。

（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
二
○
○
二
’
二
○
○
三
年
）

86


